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栄養学の起点人間は食べなければ死ぬ
→食物に生命の元(栄養素)があると考え探し求めた。
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栄養学の始まり
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-|〉褐世紀の後半:ラノミアジュ(フランス)が生体は酸素を消費
し､炭酸ガスを発生し､その量は発生熱に比例することを証
明した。

2>鴻馴年:ルブネル(ドイツ>鐘､エネ鍵ギー代謝量が緯表
癒蕊に比鋼し､エネルギー必要量を算定するには､体表面
積を基準とする基髭代謝の擬念を提唱した｡糖質､脂賎､タ
ンパク質が熱源となることも見出した。

3)婚65年:アツトウオター(アメリカ)は､食品に含まれる栄養
素の熱量は､’ｇにつき糖質昔4kCa'､脂質:gkcaI､タンパク
質:４kcalであることを見出した。
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「

各栄養素特宥の欠乏症が発
見され､エネルギーと栄養素を
軸にした学問的体系化が始まる

２１コ

栄養学は多くの

栄養素を発展し、
その働きを明らか
にしてきた。
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医療蜜(平成15年度）
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生活習佃病は_国民医療黄の約3詞を占め、死亡数割合では約6割を占める。
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死因別死亡罰合(平成15年）

生活習恨病の医療費と死亡数割合
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第２次食育推進基本計画

平成23年度から27年度までの5年間を期岡とす

る新たな食育推進基本計圃

１４／３５

これまでの取組と今後の展開

平成17年６月､食育基本法の制定
平成18年３月､同法に基づく食育推進基本計画を策定(平成18年度か

ら22年度まで)､国はお､５年にわたり､都逆府県､市町村､関係機関･団
体等多様な主体とともに食育を推進

その結果
すべての都道府県における食育推進計困の作成･実旋
ボランティアの数の増加
ﾒﾀボﾘｯｸシンドロームを塵知している国民の割合の増加
家庭､学校､保育所等における食育の進展等

しかし

生活習憤の乱れからくる糖尿病等の生活習慣痢有病者の増加
子どもの朝食欠食､｢彊食｣が依然として見受けられる
寓齢者の栄養不足等
食育の必要性はむしろ増している。

1４

生涯にわたって間断なく食育を推進する｢生涯食育社会｣の構築
を目指す

1s

１５/３５

メタボリックシンドロームの診断基準

内騰脂肪蓄積（必須項目）

上記に加え以下のいずれか２項目以上（男女とも）

１）高トリグリセリド血症
かつ／または
低ＨＤＬコレステロール血症

2）収縮期血圧
かつ／または

拡隈期血圧

3）空腹時高血差

150mg/d1以上

４０mg/d1未満

130ｍ蛇以上

８５血dlg以上

110国ｇ／d1以上

(2005.4.日本内科学会など8学会合同）
Ｓｖ,Ｍｂｒ１ａｎｖ画ｕｆﾉ施応jりﾉS芯片”ﾉq/孔化鉱jc版E〃aqP”ノ

１６／３５

食育の推進に当たっての目標

(1)食育に関心を持っている国民の翻合の増加

平成17年度に70％となっている劉合(食育に関心がある又はどちらかとい
えば関心がある者)について､平成22年度までに90％以上とすることを目指
していたが､目穣を速成していないため､引き鱗き27年度までに90％以上と
することを目指す。

(2)朝食又は夕食を家族と－銘に食べる｢共食｣の回数の増加
朝食又は夕食を家族と－翰に食べる｢共食｣の週当たりの回数を､平成２２

年度の9回から､１回増やして10回以上とすることを目標とする。

(3)朝食を欠食する国民の割合の減少
生活習慣の形成途上にある子ども側隼生)については､平成12年度の4％

から19年度に1.6％となっている劉合を､２７年度までに0％とすることを目指
す。また､成人の中でも特に問届が■在化している20歯代及び30旗代の男
性については､平成20年度に28.7％となっている割合を､２７年度までに１５
％以下とすることを目指す。

1７

１７／３５
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(4)学校給食における地甥産を利用する割合の増加
平成16年度に全国平均で21％となっている割合(食材ペース)について、

平成22年度までに30％以上とすることを目指していたが､目穏を達成してい
ないため､引き総き２７年度までに30％以上とする。

～ 曲Ｗ Ｆ冷 毎■ 、盈儲②｡
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(5)栄蕊バランス簿に配感した食生活を送っている国民の謝合の増加
健全な食生活を実践するためには-国民一人一人が『何を｣｢どれだけ』食べ

たらよいかを､把握､判断し､個々人に適した食事をとることが必要である。
『食育ガイド｣(仮称)､『食率バランスガイド｣､『日本人の食事震取基準｣など

科学的根拠に基づいた指針簿を活用し､栄養バランス等に毘慮した食生活を
送っている国民の割合の増加を目穏とする。
具体的には､平成22年度までに60％以上とする二とを目指していたが､目

籾を連成していないため､２７年度までに60％以上とすることを目指す。
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男性凱湧

露20年蕊(鋳I]62年）-10年前(平購9年)蕊平展19年

本Ｉ蕊では訣釘と臥蝿嘩垂;て､郡の3つ､，噌鈍識壷患，

垂河ら食べj甑八(Z解Iをし尊び｡犀増録

翁鐸.寒漉畷畠,し好蕊尊どの食呂のみ食べに詞含
働罵尭"泡フ豆ル･Z臓状のピﾀﾐﾝ･ミ案ﾗﾙ､栄更ドリンク扇垂鋲拾

(6)メタボリックシンドロームの予防や改善のための適切な食事､運動等を鍵

鵠的に実践している国民の割合の増加
平成22年度に4.i,５％(実践して半年以上鍵鏡している者)となっている

割合を､２７年度までに50％以上を目指す。
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車

錘1－

期餓毎日食べているがと勃との熊(平班騨と鋤ロス射） (7)よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある国民の割合の増加
平成22年度に70.2％(食べ方に関心のある国民の割合)となっている割合

について､２７年度までに80％以上とすることを目措す。

９画や山角榊ﾛｰ塔毎号卓ﾕｰF＝

欝冒鎧ぺてiAるどち助Ｉといえi猿ぺている願売り郭て|,噂い認全く鉢て畷１
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(8)食育の推進に関わるボランティアの数の増加

食育のボランティア団俸等において活動している国民の数の壇加を目標し、
平成2.1年度の３４．５万人から､２７年度までに37万人以上とする。

蒋鴎A､蕊.鐸Aj駐として｢割に飾る鋸であり､犀8.鰯･諺B』駐としてI調に麹る鐙である：
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(9)農林漁桑体感を経験した国民の割合の増加
「展称漁薬体験に参加した人』の割合の増麺を自撰とし､平成22年度の２７

％から２７年度までに30％以上とすることを目謂す。
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カリーおl…

総Ｉ

鋼Ａ国愚８

(10)食品の安全性に関する基礎的な知職を持っている国民の翻合の増加
食品の安全性に関する基礎的な知戯を持っている国民の割合を､平成２２

年度までに60％以上としたが､２７年度までに90％以上とする。

(11）推進齢面を作成ﾛ実施している市町村の割合の増加
平成22年度に40％となっているのを-平成27年度までに100％とする。
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なぜ食細を外国から輸入しなくてはならないか

２２／３５

雲霞乏裂菖鱈里据置｡鯛駐

欠乏症
エネルギー。たんぱく貿欠乏症，脚気、夜盲症、クル調等

潜在性の欠乏状態
栄養素が十分補給されている健康状態との塊界領域にある状態
各種の箇床検査値が欠乏症と診断される奥溌値にはない。
摂取通:が不足し、体内の貯蔵趣が低下し、不定愁脈が出現しやすい。

２３／３５

rrp､“宇曽ウーマ・凸=ﾛ･郡唇せゆ缶bp恥当バ

ﾋ嬉溌震識率:《謹直 リーベース）の状況
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1００適正状態

潜在性の過剰状態
各種の臨床捜査衝が痢気と診断されるぼどの奥常値にない。
栄義素摂取量が過剰で、肥濁により体脂肪母が地大し、エネルギー及び
栄養素の代崩が変化し、生活習侭満が厩発しやすい状態。
血糖、中性脂肪、血圧等が潔鎚鐘以上であるが職尿演、贈貿具溌症、
商血圧賞と診断されるまでには至らない。

(短数回言菩）
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過剰症
肥潤症、翰尿鯛、各租ビタミン･ミネラル過卿症簿
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家庭から出た会所ごみの組成の例

(湿璽霞比、単位％）
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Ｏ子どもが朝食を一緒に食べている相手賀料
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:厚生労働省｢児童環境調査｣(平成１３年）
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２８／３５

1国壷蕊旦翌ロ父認口王壁趣Ｉ

:厚生労働省｢国民栄養鯛査』(平成5年】京都市郵境癌「平錘１９年度家庭ごみ細鑓成蕊査報告識」

､胃 5砿 10鵬

２６／３５

栄蕊学は、この極限
状態で、どのように貢献
できるのか

２９／３５

M､1W・Hetherington,ｅｔａＩ､Physiology&Behavior,88,498,2006

篭もが手を差し律ぺたいと患った

男性２１人、女性１６人

一つのトレーに通常食べるよりはるかに多い食べ物が用意され
自由に食ぺた。

１）１人で食べた

２）テレビを見ながら食べた

３）見知らぬ２人と一緒に食べた

４）親しい友人２と食べた
摂取量

１）に比べて２）は１４％、４）は１８％錨大したが
３）は変わらなかった
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栄養､食事の問題点

人
類
の
食
事
の
始
ま
り

岩手県､宮城県

避難所の食事

＊自衛隊によるご銀と味噌汁の供給

＊大量の救援物資:カップ鑓､レトルト食品､菓子パン､菓子類､米、
缶詰､飲料水､栄蕊ドリンク､溌厚流動食品、

→賞瞭期限内に平等に配る→高糖質食十菓子類
→タンパク質､ビタミン､ミネラル､食物繊維の不足

＊不徳生な簡易厨房

ハイﾘｽｸ者の栄養管理が崩壊

＊栄養障害者霊じよくそう患者の悪化

＊糖尿病"腎際病･高血圧患者の食事療法ができない
福島県

放射線汚染と風評被喜
＊魚､肉､卵､牛乳､野菜等の食材の不足

＊厨房の機能不全:閉鎖された病院の厨房が活用できたが鯛理員が

解雇され調理が不可能となり蕊一般のボランティアも入れない。

＊避難者が支援金により､外食が増え､過食するようになる。

艇生臼の食事:これだけ食事を変化させた動物は人類だけであり、
生まれた日に特別なものを食ぺるのも人間だけである。
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人間は、身近な動鋳と植物から、経験蕊に食することに
霜応しいものを選択し、獲得し、加工し、食物として、豊
かな食生活を形成し、そのことで、健康で、幸せな人生を

送ることができるようになった。

や

しかし､下記のことは忘れてはならない

．i>食物は籍それぞれが生命蕊であり､本来人間のために存在
していない。

2》従って､それぞれ鱈々の食物ば､エネルギーと栄養雲を供
給して<説るが､人間の健康を完全に保霊してくれるもので
はない。

3)だから､入閣は安全謎を確か鍵ながら雑食姓を選択した。
4)つまり､ましい食犠選択ができる能力が必要となった

5)しかも､食物は有嬢である
急)結局､人間が教育しないと人間の食事にはならない

（中獄丁次）
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この地球船から誰一人として下船できません。

このなかですべての人々が命をつなげる栄養を検討します。
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